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4月 30日沖縄では１万人もの大集会が予定されていたが、コロナ禍でオンライン集会に

変更された。50年前、琉球政府の屋良朝苗主席が基地のない平和な沖縄をめざす「建議

書」を日本政府に提出するために本土に向かったことに思いをはせて計画された集会だ。 

杉並では 4月 28日の屈辱の日にあわせて毎年「沖縄連帯のつどい」を催している。今

年は自衛隊ミサイル基地の建設が強行されている石垣の住民投票をめぐる闘いのドキュメ

ント映画「若きハルサーたちの唄」鑑賞と湯本監督の話を聞く会をもった。 

映画は、高校の同級生仲間が生まれ育った島・石垣島がミサイルの基地になることに住

民が賛成・反対で二分されることを危惧し、みんなで考えようと住民投票を提起。 

ところが議会では住民の 3分の 1が署名したにもかかわらず、否決。さらに司法までも

内容に踏み込まずに投票の義務付けはできないと却下する始末。俺たちは負けないぞと軽

やかに唄うハルサーズの面々。心からガンバレと拍手を送る。ウクライナをみても狙われ

るのは先ずは基地。犠牲になるのは民衆だ。島で農業を営む彼らに希望をみるさわやかな

映画だった。(佐々木征) 

寄せられた感想など 

「南西諸島への日米共同作戦の新戦略は“沖縄戦”同様、住民の命・暮らしの安全を無

視し、県民の生命を犠牲にしてアメリカのための防壁にするものだ」「住民の意思を踏み

にじって沖縄と日本全土の米軍基地の下請け化が強引に進められていることへの反対の意

思表示を繰り広げなければならない」「黙っていたら 100年先も基地の街」「石垣の若者

が負けずに闘っていることに、そして本土で報道されていない事実、とても悔しい」など

怒りの言葉や、「石垣に自衛隊が派遣されていることが初めてわかった」「美しい海や砂

浜が広がる所に基地ができることに驚いた」との感想もあった。もっと知りたい、発信し

ていきたい、今できることに力を尽くしていきたい、等の感想も多く、今回企画の意義が

確認できた。また、「自民党政権は憲法解釈をねじ曲げたが自衛隊は憲法違反だ」、「日

米地位協定の改定も重要」という意見もあった。(まとめは加藤惠子) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※屋良建議書とは・・・沖縄の本土復帰を 7 か月後に控えた 1971 年 10 月、日本政府は臨時国会で、返 

還協定と復帰に伴う関連 7 法案を決めた。返還に関わる作業は日本政府と琉球政府間で進めるとされ 

ていたが、沖縄側に情報は入ってこず、急ぎ沖縄が望む復帰の形をしたためた「復帰措置に関する建議 

書」を取りまとめた。屋良朝苗主席が、それを国会に届けようと羽田に到着したその直前、政府・与党は怒 

号が飛び交い大混乱する中で「返還協定」を強行採決した。 

屋良は日誌に「党利党略のためには沖縄県民の気持ちは弊履(へいり)のように踏みにじられる・・・」と書 

き、佐藤首相は日記に屋良主席が「陳情」に来たと記している。屋良主席を支えた石川元平さんは「自己

決定権のできる、平和な島の実現、沖縄にそういう自己決定権を、という、屋良は一言でまとめればそれ

を主張したんだ。これが(復帰後の)基地問題であり、また核問題であり、いわゆる自治の問題だ」。この思

いを込めた建議書、沖縄代表の最後の訴えは「陳情」程度にしか映らなかったのだろうか。  

２１．１１．１７制作の「琉球朝日放送報道制作局ニュース」を参考・引用 

 復帰５０年 沖縄連帯のつどい    
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※屈辱の日とは・・・敗戦後連合国軍の占領下にあった日本は、1952年 4月 28日のサンフランシスコ講和条

約発効で独立を果たしたが、沖縄は日本から切り離され米軍施政下におかれた。日本復帰するまでの２７年間、

基地は本土から沖縄へ移転。日本国憲法が適用されず人権が蹂躙された。過重な基地負担など現在の沖縄

差別の源流ともなったこの日は「屈辱の日」と呼ばれる。(22.４．28付沖縄タイムス) 2013年の「屈辱の日」に

は、安倍晋三首相が主権回復の日式典を催し、沖縄からは強い反発の声が上がった。 

 

           
  

 

デニー知事、再び「建議書」を提出 

今月 10日、沖縄県の玉城デニー知事は、官邸で岸田文雄首相に「平和で豊かな沖縄の実現

に向けた新たな建議書」を手渡した。名護市辺野古で進む米軍新基地建設の断念や日米地位

協定の抜本的見直しを求める内容だ。屋良建議書が求めた基地なき復帰は、50年経っても実

現していない。日米両政府が米軍普天間基地の全面返還を合意してから 26年、いまだ返還さ

れず、2017年、新たに辺野古新基地建設に乗り出すも埋め立て土砂投入は 10.8％にとどま

り、完成は 50 年代以降という。 

 新建議書を受け取った首相は「思いを受けとめ、読ませてもらう」と述べたというが、信

じ難い。なぜならば同席した松野博一官房長官が記者会見で、「辺野古移設が唯一の解決策

だ」また地位協定についても後ろ向きの姿勢だったというからだ。 

沖縄本土復帰 50年に関する決議 

衆院本会議は、“屈辱の日”に復帰 50 年に合わせた決議を与野党の賛成多数で

採択した。首相は「日米同盟の抑止力を維持しながら、沖縄の皆さんの心に寄り

添い、基地負担軽減の目に見える成果を一つ一つ着実に積み上げる」と述べたそ

うだが、その裏で斉藤鉄夫国土交通相は辺野古新基地建設に向けた防衛省の設計

変更申請を承認するよう県に指示した。大浦湾の軟弱地盤改良工事は世界に前例がな

い難工事といわれ、７万余の砂杭を打つというもので、深刻な環境破壊となる。また大量の

埋め立て土砂のために、沖縄戦の犠牲者の遺骨が眠る土砂を使用するという。しかも県民が

願い続ける地位協定見直しは、野党案には盛り込まれたものの与党の意見で修正され、骨抜

きとなった。どの口が「沖縄の皆さんの心に寄り添う」と言うのか。 

沖縄の記者は語る 

沖縄タイムスの与那嶺一枝さんは、「復帰してよかった」と答えた県民が 94％に達してい

るにもかかわらず、祝意でも失望でもなく憂鬱である、その理由は女性への深刻な人権侵害

である暴行事件が依然として続いていること、南西諸島への自衛隊配備が進んでいること、

そして、台湾有事の備えというならば、外交力の強化策や武力衝突に巻き込まれる可能性が

高いといわれる 146万沖縄県民を守る議論が政治家から出てこないのはなぜか、と問う。 

琉球新報の松本剛さんは、50年前の琉球新報一面は「変わらぬ基地 続く苦悩」のぶち抜

き横見出しだったが、その現状は今も変わらない。多くの県民が大多数の国民が見て見ぬふ

りを決め込んでいることに不満を募らせている、「不平等」よりも険しい響きを宿す「差

別」を用いらざるを得ないと語っている。5.16 付東京新聞より  (加藤惠子) 

復帰 50年の沖縄を考える 
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なんでも文芸欄 

「ウクライナに思いよせ」    

小雪舞う空にミサイルが飛び 

雪解けの泥がキャタピラにまきつく 

人は地下壕へと 逃げ惑う 
 

これが２１世紀におきているとは 

病院が炸裂し 家をなくす人々 

母は泪をこらえ じっとわが子を抱く 

 

武力対立のあげくが この始末 

戦争は 死と途方もない軍需支出 

日本は７５年前に これを拒否 

 

戦争しない 殺さない 

９条の道こそ 希望 

改憲許さず この道を行こう 

          佐々木 征 

 

 

杉並区長に 岸本さとこさん を！ 

「住民思いの杉並区長をつくる会」は岸本さとこさんを区長候補に決め、活発に宣伝活動 

に取り組んでいます。田中良現区長は、国保の値上げ、補聴器等福祉用具支援は先延ばし、

児童館・ゆうゆう館廃止、学校トイレの洋式化は 23区中 22 位のまま、学校給食値上げ等 

区民生活に冷たい区政を続けています。さらに緊急事態宣言下に公用車を使用しゴルフ場

へ、旅費の公費負担に市民団体が訴訟を起こしています。このような不祥事が枚挙にいと 

まが無いのです。 

 岸本さんは区政の透明化や暮らしを支える区政等を世界的視点から訴えています。 

 

  

 
杉並上空にまたオスプレイが？ 

 20 日、オスプレイらしきヘリが上空を旋回していたとの情報がありました。その轟音は羽田に着

陸する旅客機とは比べられないほどだったという。「きっとオスプレイだと思う」と興奮気味に話

す友に、区役所の危機管理室に連絡するようにと助言したが、連絡したところで有効な返答は期待

できません。19 年にも平和委員会会員の大塚さんがオスプレイと思しき機体に驚いて区や国交省・

防衛相に問い合わせましたが (本新聞 240 号参照)、対応は、日本は本当に独立国かと思わざるを得な

いものでした。それでも諦めずに抗議していくことが大切です。 

また、そのような区民の不安にも応えてくれる区政を実現したいものです。(K) 

 

 

 

疎開したころと重なるウクライナ 

出囃子は太鼓の音のみ老いの耳 

ヒマラヤのユキノシタ耐え這うように 

             高木たかし 

おいさきを楽しみたいのにコロナじゃま 

 原発に大砲発射馬鹿プーチン 

             西山 智彦 

  

ゼロコロナ首相はなにをゼロにする 

             加藤 惠子 

     平さんの「平和川柳」は 6 月号

です。 

 次回の「なんでも文芸欄」は 

   7 月号です。 

 

https://www.monopot-illust.com/illust/3368
https://www.monopot-illust.com/illust/3368
https://www.monopot-illust.com/illust/3368
https://www.monopot-illust.com/illust/3368
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1557060926/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cubW9ub3BvdC1pbGx1c3QuY29tL2lsbHVzdC8yNTcw/RS=^ADBXyLw5wQZWeRKJ7EI3iJTxuGtFcQ-;_ylt=A2RCMZG.i81c6RkAshGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1521374969/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5taXNha2kucmR5LmpwL2lsbHVzdC9raXNldHUvc3VtbWVyL3RpdGxlL3NvemFpLzd4MjAxLmpwZw--/RS=^ADBZXm3y9Zj1Wncx_oQkOS5n0hhnqM-;_ylt=A2RCMY14Ba1a.hQAHhWU3uV7
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  歴史をとらえる目㊸ 

作家・上林暁が回想する戦中・戦後の杉並 

 改造社の編集者だった上林暁は、荻窪に住む井伏鱒二を担当していた頃、杉並にはよ 

く来ていた。上林は随筆「天沼」で、１９３６年に阿佐ヶ谷に住む友人が見つけてくれた 

天沼の貸家に住みついたと書いているが、その２年前には改造社を辞して文筆一本の生活 

に入った。「苦渋三十年」という文章で「私は中学の三年生頃から作家を志した。それを 

今日まで一貫さして作家になったわけで、その間まぐれ当たりだとか偶然だとかは一切な

い。」と振り返っている。戦争が激しくなって阿佐ヶ谷界隈の作家が次々と疎開するなか

で、この地に踏みとどまって終戦を迎えたのは上林暁、青柳瑞穂、外村繁の三人であった。

（村上護「阿佐ヶ谷界隈」） 

上林と外村繁は１９４４年１１月から荻窪署管内の警防団に駆り出された。荻窪には中 

島飛行機の工場があったから真っ先に狙われ、１１月２４日には B２９の大空襲があった。

「私たちは、警報の鳴る度に警備に当たり、また被弾家屋の後始末に行ったり、爆弾で出 

来た穴を埋めに行ったり、強制疎開の家屋を叩きこわしに行ったりした。握飯を貰えるの 

が唯一の楽しみで、帰りには、薪にする木屑を背負って来た。」「私は今でもまだ、あの 

戦争中のサイレン紛れの音を聞くたびにふと恐怖におそはれる。（略）今日われわれは、 

ともかくも平和を楽しんでいる。あの戦争中の恐怖と惨害とを思へば、この平和はいつま 

でも保たれねばならないだろう」と述懐している。（「終戦六周年」） 

 上林は編集の仕事をしていたし、また、杉並でも作家仲間と足繁く交際していたから、 

新居格とも交流があった。村上護は「阿佐ヶ谷界隈」の中で、高円寺駅近くにあった「み 

ち草」という「喫茶を兼ねた酒場」に、酒を飲まなかった新居が中央線沿線に住む文士た 

ちを「次々酒飲みを連れて行ったのだから面白い」と書いているが、上林もここで新居と 

議論したのだろう。 

上林は「選挙挿話」と題した随筆で、１９４８年に新居格が杉並区長を辞して行われた 

区長選の思い出を書いている。「･･･私も、一度だけ選挙の応援演説に立ったことがある。

（略）新居氏の後ガマになる人（注：金井満）の応援を頼まれたのであった。場所は、阿 

佐ヶ谷の杉並第一小学校の講堂であった。私はどもりどもり、文化ということについて、 

下手な話をした。およそ選挙の応援演説といふ種類のものではなかった。私の前には、参 

議院議員の奥むめお女史などがやり、私の後では新居氏が立った。新居氏の演説は、さす 

がに手に入ったもので、悠揚迫らず、ユーモアで笑はせ、締めるべきところは、ちゃんと 

締めていた。話の幅も広かった。」。「この新居氏が区長に立候補した時、（注：１９４ 

７年）同じ作家仲間の外村繁君が阿佐ヶ谷駅前で応援演説をやったさうである。相当うま 

かったらしく、一緒にやった荒畑寒村氏から褒められたということである。井伏鱒二氏も、

疎開先である広島県で応援演説に立たされたことがあるさうである。『そんな下手な弁士 

は引っ込め』という弥次が飛んで、『そんなら止めます』と言って、引っ込んだといふこ 

とである。」と書き残している。 

 上林暁の戦争体験、そして「病妻物語」などの作品には、人間のいのち第一のヒューマ 

ニズム精神が貫かれている。   

ロシアはウクライナ侵略戦争を直ちに止めよ！  （岩﨑健一） 

 

 


